
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 ８月２日、達増県知事と県

職員を取り巻く課題の意見交

換を行った。今年度は、育児

等の両立支援と長時間労働是

正を主要テーマとした。 

知事は、①職員の働き方に関し、「職員の生活と仕事の両立が大事で

あり、人間らしい働き方をしていくため、工夫をしていく必要がある」

との基本姿勢を示した。小野中央執行委員長から、沿岸部に赴任して

いる職員の住居確保難の課題等もあり、現地で頑張っている人に報い

る配慮を強く要請した。 

次に、②仕事と育児との両立は、今年度から全県への取り組みに拡

大したワーク・ライフバランスシートに触れ、「個別事情に配慮しなが

ら仕事をする基本的考え方をもとに、実情を見ながら工夫を常に行う

必要がある。所属長等に浸透させて組織全体でワーク・ライフバランスに努める」とした。③長時間労

働是正に関しては、「部長、課長が責任をもって見ていくことを浸透させることが大事。欠員の問題も

あり人員確保も大事だが、仕事の分担や段取りの見直しもし、組織的に取り組むことも重要。最終的な

責任は知事にあるが、部長、課長に対しても長時間労働とならないように働き方等の工夫を強く求めて

いく」との認識を示し、知事として長時間労働是正に課題意識をもって取り組むとした。 

知事から「今日の場はいい機会であり、また持ちたいと思う」、「職員一人ひとり守っ

ていこうとし、任期付職員や再任用職員をはじめあらゆる働き方の人に気を配ることは

重要であり、どんどん人事当局にものを言ってもらいたい」、「労使それぞれの立場で頑

張ることが大事。県職労に頑張ってもらいたい」との期待感を示し、意見交換を終了し

た。今後とも実態を県当局に訴えながら、職場環境の改善に全力を挙げる（詳細は裏面）。 
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２年連続の知事と

の意見交換を実

現。長時間労働是

正などの職場の課

題改善に向けて県

職労に結集を！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 職員の働き方に関する所感 

知 事：これまで東日本大震災の対応など非常事態下で行政を進めなければならなかった。新たな行政

ニーズが高まっているなか、職員はかなり大変だと感じている。他県からも岩手県職員は頑張ってい

るとの認識もいただいている。もっとも、生活と仕事の両立は大事でもあり、そこもしっかりと行っ

ていく必要がある。人間らしい働き方をしていくための工夫もしていく必要がある。 

県職労：沿岸地域に赴任の時には住居の確保が困難等の課題もある。現地で頑張っている人に報いる対

応ができるよう配慮をお願いしたい。 

○ 仕事と育児等の両立支援の充実について 

知 事：昨年度県南広域振興局で行っていたワーク・ライフバラ

ンスシートを今年度から全県に拡大した。結婚、出産など働

き方との関係で所属長に配慮して欲しい点を伝える仕組みが

必要と考えた。個別事情に配慮しながら仕事をすることがワ

ーク・ライフバランスの基本的な考え方。柔軟に対応しつつ、

制度を変える時は変えるなどもし、常に実情を見ながら工夫

をしていく必要がある。イクボス宣言でも所属長などの責任

者に趣旨を浸透させて組織全体でワーク・ライフバランス、

特に子育てに優しい働き方を進める必要がある。 

○ 長時間労働の是正について 

知 事：６月の庁議において超勤縮減の取り組みを指示した。働きすぎは働かせすぎであり、働きすぎ

ないように課長、部長が責任をもって見ていくことを浸透させることが大事である。欠員の問題もあ

り、人員確保も大事であるが、長時間労働が目に余るものは所属長の責任でもある。そうならないよ

うに仕事の分担、段取りの工夫などの組織的取り組みが重要である。最終的な責任は知事にあるが、

部長、課長にも長時間労働とならないよう工夫しながら是正の取り組みを進めるようにしていく。 

○ 意見交換の総括発言（県職労への期待等） 

知 事：今日の場はいいと思うし、今後またこの場を持ちたいと思う。県職労が職員一人ひとりを守っ

ていこうという姿勢で任期付職員や再任用職員などあらゆる働き方の人を広く気を配っているのは

ありがたい。どんどん人事当局にものを言ってもらえればと思う。労使各々の立場で頑張ることが大

事である。地方自治の環境が厳しくなる中で働きやすい環境を守るには努力と工夫が必要。労使の立

場で向き合いながら、ともに岩手の地方自治を高めていくことが大事。県職労も是非頑張ってほしい。  

基本姿勢を示す達増知事 

知事との意見交換は県庁第１応接室で約30分間行われた。（左）達増知事・（右）県職労 


